
様式２－１（指定管理料施設用）

課名

掛川市いこいの広場

Ｈ１７ Ｈ１８ Ｈ１９ Ｈ２０ Ｈ２１ 備考

33,733 29,598 25,345 27,516 27,030

6,150 6,658 7,007 6,889 7,359

△ 27,583 △ 22,940 △ 18,338 △ 20,626 △ 19,671

管理運営状況評価書　【対象年度：平成２１年度】

社会教育課

施設名

条例名 掛川市いこいの広場条例

施設設置目的 スポーツの振興を図るとともに、市民の健康及び体力を増進する

指定管理者名 ＮＰＯ法人 掛川市体育協会

指定期間 平成19年４月１日から平成22年３月31日まで

自主事業の有無 有り

指定事業の有無 無し

指定管理料・利用料金制の別 指定管理料

決算状況等
（単位：千円）

指定管理料（Ａ）
詳細
様式
2-2

施設利用料（Ｂ）

差引（Ｂ－Ａ）

事業報告書 有り（法第244条の２第７項による義務付け）

利用者満足度調査等実施の有無 無し

評
　
　
　
 
 
 
 

価

評価内容 結　　　　　果 改　　善　　策

１　施設運営目的
　　の達成度

　各種競技団体の利用に依存傾向が見られ
るが、施設設置目的に合致した形で運営が
行われている。

４　その他の課題等

施設運営上の問題点は特に見つからない。

２　利用者満足度

　平成18年度の施設利用者数81,622人、平
成19～21年度の平均は64,057人と減少傾向
が見られるが、野球場での観客数に依存して
いることが主要因であり、夏季野球大会の実
績数に依存している。

施設横断的な利用調整により、幅広い利用
者需要に適切に対応し満足度は高いものと
思われるが、市南部地域（旧大東・大須賀
町域）施設までを含めた利用状況を適切に
把握し、運営することでより満足度は高まる
ものである。

３　効率的な運営

　全施設を単一事業者により指定管理をおこ
なっているため、施設横断的な利用調整を可
能とし、職員配置も利用状況に応じて柔軟に
対応している。
　いこいの広場は掛川北地区（旧掛川市域）
屋外体育施設の拠点としており、施設維持管
理要員の配置を集中化しているため、人件費
の微増がある。
　指定管理期間の平均収入は7,084千円と6%
程度の増加傾向にある。



様式２－２（指定管理料施設用）

（単位：円）

Ｈ１９決算 Ｈ２０決算 Ｈ２１決算 備　　　考

7,356,000 8,138,000 11,682,000

委　託　料 5,101,750 2,400,405 2,465,190

電気保安業務委託 328,860 328,860 328,860

警備保障 289,800 277,200 277,200

設備点検保守委託 1,180,200 1,180,200 1,180,200

樹木管理委託 1,050,000 603,750 603,750

野球場芝生管理 2,100,000

その他 152,890 10,395 75,180
特殊建物検査・トイレ掃
除
他

印　刷　費 98,347 192,627 191,402 事務用品費を含む

通　信　費 261,830 281,991 288,413

修　繕　費 741,218 808,919 432,278

施設消耗品費 2,552,161 4,226,898 925,218

借　上　料 1,788,990 2,716,913 2,209,973

光　熱　水　費 5,963,083 6,926,141 6,844,907

燃　料　費 338,723 523,340 444,111

70,240 27,070 25,430

諸　経　費 887,000 1,170,000 1,373,000 租税公課・一般管理費

186,057 103,616 148,078
旅費・広告費・
支払手数料・図書費等

25,345,399 27,515,920 27,030,000

（単位：円）

Ｈ１９決算 Ｈ２０決算 Ｈ２１決算 備　　　考

7,007,150 6,889,460 7,358,680 掛川市へ収入

（単位：人）

Ｈ１９決算 Ｈ２０決算 Ｈ２１決算 備　　　考

59,751 56,158 76,263

掛川市いこいの広場

＜指定管理料内訳（Ａ）＞

区　　　　　　　　分

人　件　費

保　険　料

そ　の　他

施設利用者数

合　　　　　　　計

区　　　　　　　　分

施設利用料収入

＜施設利用者数＞

区　　　　　　　　分

＜施設利用料（Ｂ）＞


